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1 高知県 高知市
高知市農業協同
組合園芸部

イチゴ 18 0 1,040,943 832,500 3.24 3.7 2.92 3.7 3.49 19.5% 2.9 3.72 27.4% 140.4%
・種子苗の病害虫防除
資材
・被覆資材
・日射抑制資材

達成率140.4％と、目標達成す
ることができた。

2 高知県 高知市
高知市農業協同
組合園芸部

小ネギ 12 0 919,080 800,000 3.84 3.2 3.42 3.2 3.84 12.3% 3.1 3.88 13.5% 109.5% ・土壌環境改善資材
達成率109.5％と、目標達成す
ることができた。

3 広島県 三原市
三原農業協同組
合

みかん 428 0 59,132,241 55,850,000 2.6 223.4 1.1 223.4 2.6 136.4% 192.9 2.7 145.5% 106.7% ・土壌環境改善資材
達成率106.7％と、目標達成す
ることができた。

4 広島県 呉市
広島ゆたか農業
協同組合

かんきつ 766 0 123,812,874 117,801,590 2.8 471.0 1.5 471.0 2.8 86.7% 401.0 2.7 80.0% 92.3% ・土壌環境改善資材
・樹体の維持管理資材

 事業の実施により、緑化の促進、葉
数の増加等、樹勢回復効果が認めら
れたものの、24年2月、25年1～2月の
低温の影響による樹勢の低下、24年4
月の暴風雨による落葉の発生などで
樹体の回復が遅れ生産量が伸び悩ん
だため、目標達成に至らなかった。
　今後は、適期適量施肥を重点とし
た基本管理指導を十分に行い、成果
目標を目指す。

 事業の実施により、樹体も回
復し収量も上昇してきたもの
の、低温などの影響により樹
体の回復が遅れ生産量が伸び
悩んだため、成果目標の達成
率は92.3％と目標達成に至ら
なかった。
　このため、事業実施主体と
しては、適期適量施肥を重点
とした基本管理指導を十分に
行い、成果目標を目指すこと
としている。
　したがって、引き続き取組
状況を確認し、必要に応じて
担当原課である園芸特産課に
おいて適切な指導を行う。

5 高知県 土佐市
土佐市農協園芸
部青ねぎ部会

青ねぎ 5 0 662,259 575,000 1.9 2.9 1.3 2.3 2.0 53.8% 2.3 1.4 7.7% 14.3%
・被覆資材
・かん水用資材
・日射抑制等資材

  事業導入資材の活用により猛暑に
よる減収を防ぐとともに、冬季の保
温対策等、平均出荷量の向上に向け
た取組を行ったが、25年度は、4～9
月の平均気温が高く、ベと病が多発
したことから、目標が達成できな
かった。
  今後は、マルチによる降雨対策や
講習会等の開催による防除徹底等、
病対策を徹底するとともに、マルチ
や防虫ネットの新資材の導入試験を
行うなど、気象変動に対応できる取
組を強化し、目標の達成を目指す。

　事業導入資材の活用により
猛暑による減収は抑制された
ものの、春先からの高温によ
りベと病が多発したため、成
果目標の達成率は14.3％と目
標達成に至らなかった。
　このため、事業主体では、
ベと病防除の徹底や気象変動
に対応するための新資材（マ
ルチ・防虫ネット等）導入試
験等が行われているところで
ある。
  したがって、引き続き取組
状況を確認し、必要に応じて
担当原課である園芸特産課に
おいて適切な指導を行う。

6 島根県 出雲市
いずも農業協同
組合青ネギ部会

ねぎ 20 0 1,152,060 650,000 3.97 2.6 3.29 2.6 4.00 21.6% 2.6 2.85 -13.4% -62.0% ・土壌環境改善資材

　土壌消毒の徹底により、根腐萎凋
病や雑草被害は減少した。また、23
年に多発した冬季の葉先枯れについ
ても、減少傾向にある。
  しかし、25年度は、萎凋病発生園
地の多発したため、目標達成が出来
なかった。
　今後は、萎凋病発生園地における
クロルピクリン錠剤による土壌消毒
の実施、季節に応じた品種の検討や
講習会等による時期に合った栽培方
法の徹底等を図り、目標達成を目指
す。

　土壌消毒剤の導入により、
夏季の病害虫等の被害は減少
したものの、萎凋病の多発
や、ハウス回転数の減少によ
り、成果目標の達成率は-
62.0％と目標達成に至らな
かった。
　事業主体では、園地状況に
応じた土壌消毒剤の設定や気
象変動に強い生産体制の強化
の取組が行われているところ
である。
  したがって、引き続き取組
状況を確認し、必要に応じて
担当原課である園芸特産課に
おいて適切な指導を行う。
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